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マーケティングオートメーションツールを導入 

京都銀行（頭取 安井 幹也）は、中期経営計画（２０２６年度～２０２８年度）のＩＴ・

ＤＸ戦略において、顧客接点・営業活動・事務業務それぞれのＤＸ化をもって顧客体験

の向上、企業価値の向上、新たなビジネスの創造に取り組むこととしています。 

今般、営業活動の高度化・平準化・効率化を目指し、株式会社 データＸが提供するマー

ケティングオートメーションツール「ｂ→ｄａｓｈ(ビーダッシュ)」を導入しましたのでお

知らせいたします。 

本ツールの導入により、当行データベース内のさまざまなデータを統合・分析し、お

客さまの興味や関心に応じてパーソナライズ化された提案を最適なタイミング・チャネ

ルで継続的に実施することで、一層の取引基盤増強を目指してまいります。 

当行では、今後も、お客さま一人ひとりに寄り添った情報提供の拡充に努めてまいり

ます。 

記 

１．主な機能 

マーケティングオートメーションツールは、事前にマーケティングシナリオ（いつ・誰に・

何を）を設定することで、最適なタイミング・チャネルでお客さまへの提案を行うことがで

きます。 

＜イメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取り扱い開始日 

  ２０２６年３月２７日（金） 

以  上 

口座開設 配信ツール 

MA ツール 
（本件） 

当行 
データベース 

メール 

アプリ通知 
※ 既存システム 

popinfo と連携 

SMS 

①データ統合 ② マーケティングシナリオ設計 
③ テンプレートでの配信コンテンツ製作 

④対象顧客自動抽出 

⑤自動配信 

⑥ URL アクセス情報等 

行動履歴取得・連携 


